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道外研修 東北コース(２日目) 
報告者：1 年 D 組 14 番寺崎魁人、1 年 F 組 7 番加藤大和    

〈２日目〉 

気仙沼高校 交流 

気仙沼高校に行き、生徒会の方々と交流をして

きました。 

最初は、３班に分かれてトランプを使って遊び

ました。時間がたつにつれて緊張がほぐれ楽しく

交流することができました。その次に、お互いの

地域についてのスライドを発表しました。最後に

自分が総理大臣になったら、どんな国にするかに

ついてポスターを使って発表しあいました。 

 実際に被災者が震災についてどう思っている

のか、自分たちと年齢が近い人たちの話が聞けて、とてもよい時間を過ごせました。 

 

〈3 日目〉 

NPO 法人 森は海の恋人 舞根森里海研究所  

ここでは牡蠣の養殖場の見学と、牡蠣とその周りの生物の観察を

行いました。ホヤなどのあまり見る機会のない生き物を観察できま

した。 

この「森は海の恋人」という施設は、宮城県気仙沼市にあります。

海岸線はリアス海岸になっており、とてもいい漁場となっています。

しかし、ここも東日本大震災で被災し、一時、漁場もめちゃくちゃ

になったそうです。建っていた電柱＋５ｍほどの高さの津波によっ

て建物なども被害を受けました。しかし、震災の影響は悪いことだ

けではなく、波によって水や泥が入れ替わったことで震災後の海は

震災前と比べて綺麗になったそうです。 

 

 


